
推
移
に
は
所
期
の
意
図
が
充
分
に
実
現
さ
れ
た
と
ほ
い
い
が
た
い
面
が
多
い
。
 
 

琴
一
に
は
、
地
方
財
政
調
整
制
度
の
導
入
が
あ
っ
た
。
地
方
自
治
体
ご
と
の
財
政
上
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
全
国
的
視
野
に
立
っ
て
 
 

調
整
す
る
べ
く
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
制
度
（
昭
和
二
十
八
年
度
ま
で
）
と
そ
の
後
そ
れ
に
替
え
た
地
方
交
付
税
制
度
で
あ
る
。
と
く
 
 

に
、
前
者
は
、
地
方
財
源
の
徹
底
的
な
調
整
と
完
全
な
保
障
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
画
期
的
と
も
い
え
る
制
度
と
し
て
期
待
さ
 
 

れ
た
が
、
国
家
財
政
の
負
担
軽
減
を
主
因
と
し
て
、
後
者
に
切
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
D
そ
の
た
め
に
、
内
容
的
に
も
か
な
り
の
 
 

変
質
が
も
た
ら
さ
れ
地
方
自
治
の
制
約
条
件
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
も
こ
の
制
度
は
も
っ
と
も
重
要
な
財
源
保
障
措
置
で
あ
 
 

る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
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歳出（下）  

は
、
地
方
税
制
の
根
幹
と
し
て
、
府
県
 
 

税
に
つ
い
て
ほ
住
民
税
（
府
県
民
税
）
お
 
 

よ
び
事
業
税
が
、
市
町
村
の
段
階
に
お
 
 

い
て
ほ
住
民
税
（
市
町
村
民
税
）
お
よ
び
 
 

固
定
資
産
税
が
、
中
心
と
さ
れ
た
。
こ
 
 

れ
に
よ
っ
て
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
税
 
 

制
の
自
主
性
を
強
化
し
、
地
方
自
治
の
 
 

財
政
面
か
ら
の
確
立
が
期
待
さ
れ
た
の
 
 

で
あ
る
。
し
か
L
、
実
際
面
で
は
、
市
 
 

町
村
税
制
は
、
府
県
税
に
比
較
し
て
相
 
 

対
的
に
非
弾
力
的
で
あ
り
、
そ
の
後
の
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囲6－1－3 熊野町昭和26年旺予罰職入（右）、滝川代ん）の一部  

と
こ
ろ
が
、
他
面
で
、
こ
の
よ
う
な
戦
後
民
主
主
義
に
と
も
な
っ
 
 

た
税
・
財
政
制
度
の
変
化
は
、
国
民
と
り
わ
け
農
民
の
税
負
担
を
加
 
 

重
に
す
る
方
向
に
作
用
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
中
で
、
昭
和
二
 
 

十
年
代
の
中
葉
に
は
、
全
国
的
に
「
税
金
闘
争
」
が
展
開
さ
れ
た
。
 
 
 

昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は
、
朝
鮮
戦
争
（
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
 
 

〇
）
六
月
～
同
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
七
月
）
を
契
機
と
し
た
特
需
ブ
 
 

ー
ム
に
よ
る
日
本
資
本
主
義
経
済
の
復
活
、
こ
れ
忙
対
応
し
て
し
だ
 
 

い
に
政
治
的
な
再
編
成
が
進
ん
だ
。
内
外
の
諸
条
件
の
変
化
に
、
 
 

米
・
日
の
基
本
的
政
策
の
変
化
、
い
わ
ゆ
る
「
逆
コ
ー
ス
」
現
象
が
 
 

顕
著
と
な
り
、
地
方
自
治
制
度
や
地
方
財
政
制
度
に
も
大
き
な
変
化
 
 

が
あ
ら
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
自
治
体
警
察
は
府
県
警
制
へ
と
一
本
 
 

化
（
昭
和
二
十
三
年
市
町
村
の
自
治
体
警
察
と
国
家
地
方
警
察
の
二
本
立
、
 
 

昭
和
二
十
九
年
自
治
体
警
察
は
都
道
府
県
警
察
に
改
組
）
、
教
育
長
お
よ
び
 
 

教
育
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
文
部
省
お
よ
び
自
治
体
首
長
の
任
命
制
へ
と
 
 

切
り
替
え
ら
れ
た
（
昭
和
三
十
一
年
）
。
平
衡
交
付
金
制
度
が
地
方
交
 
 

付
税
制
度
に
移
行
（
昭
和
二
十
九
年
度
）
し
た
の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
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第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 

っ
た
。
国
の
地
方
に
対
す
る
機
関
委
任
事
務
は
、
ふ
た
た
び
し
だ
い
に
拡
大
す
る
方
向
に
向
か
い
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
地
方
自
 
 

治
体
の
歳
入
に
占
め
る
国
庫
支
出
金
の
比
重
も
増
大
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
方
自
治
制
度
や
財
政
制
度
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
 
 

大
部
分
が
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
精
神
か
ら
は
離
れ
る
方
向
に
沿
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
内
容
的
に
形
骸
化
す
る
作
用
を
も
っ
て
 
 

い
た
。
 
 

こ
の
よ
う
な
地
方
の
行
財
政
の
内
容
的
な
改
変
の
進
む
中
で
、
昭
和
三
十
年
 
 
全
国
的
な
財
政
危
機
か
ら
高
度
成
長
期
の
財
政
へ
 
 

前
後
に
は
、
全
国
的
に
戦
後
最
初
の
大
規
模
な
地
方
財
政
の
危
機
が
表
面
化
 
 

し
た
。
全
国
各
地
で
自
治
体
の
行
財
政
の
整
理
、
合
理
化
、
人
員
削
減
等
が
実
施
さ
れ
、
地
方
財
政
の
再
建
が
大
き
な
社
会
的
問
題
 
 

と
な
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置
法
は
、
中
央
（
自
治
庁
）
の
承
認
を
え
ら
れ
た
「
財
政
 
 

再
建
計
画
」
 
に
よ
っ
て
地
方
の
新
規
事
業
や
昇
給
が
制
限
さ
れ
た
り
中
央
集
権
化
を
促
進
し
た
り
す
る
方
向
で
、
機
能
を
強
め
た
。
 
 

当
時
の
全
国
各
地
で
多
く
み
ら
れ
た
町
村
合
併
（
第
二
次
町
村
合
併
）
や
小
中
学
校
の
統
合
、
新
増
設
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
行
財
政
 
 

上
の
動
向
と
深
く
か
か
わ
っ
て
み
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
 
 
 

昭
和
三
十
年
代
は
、
ま
た
、
他
面
で
は
、
高
度
経
済
成
長
の
は
じ
ま
り
と
も
重
な
っ
た
。
三
十
年
代
の
前
半
は
、
主
と
し
て
わ
が
 
 

国
の
既
存
の
工
業
地
帯
に
お
け
る
、
第
二
次
産
業
を
中
心
と
す
る
産
業
の
成
長
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
を
中
心
と
し
て
、
 
 

し
だ
い
に
税
収
入
も
増
加
の
傾
向
に
移
り
、
財
政
状
況
も
そ
の
危
機
を
脱
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
全
国
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
過
 
 

密
・
過
疎
化
の
現
象
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
に
お
け
る
経
済
や
財
政
の
ア
ソ
バ
ラ
ン
ス
が
目
立
つ
よ
う
に
も
な
っ
た
。
 
 
 

昭
和
三
十
年
代
後
半
（
一
九
六
〇
年
代
前
半
）
に
は
、
全
国
総
合
開
発
計
画
（
三
十
七
年
）
、
新
産
業
郡
市
建
設
促
進
法
（
同
上
）
、
工
業
 
 

整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
（
三
十
九
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
国
各
地
に
い
わ
ゆ
る
拠
点
間
売
方
式
に
よ
る
地
域
開
発
が
活
発
化
し
 
 

た
。
つ
ま
り
、
各
地
方
で
は
、
大
企
業
を
中
心
と
し
た
工
場
誘
致
、
中
央
政
財
界
へ
向
け
た
陳
情
合
戦
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
の
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も
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
し
て
発
展
し
た
わ
が
国
資
本
主
義
は
、
鉄
鋼
・
石
油
∵
化
学
・
機
械
工
業
な
ど
の
重
化
学
工
業
を
中
心
と
し
た
未
曽
 
 

有
の
高
度
経
済
成
長
を
誇
る
こ
と
と
な
り
、
中
央
・
地
方
の
財
政
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
 
 

年
前
後
の
地
方
財
政
再
建
問
題
も
こ
の
高
度
成
長
に
と
も
な
っ
て
一
応
の
解
決
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
ま
た
 
 

新
た
な
財
政
上
の
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
方
で
は
企
業
の
急
激
な
成
長
や
人
口
の
急
増
に
と
も
な
っ
た
都
 
 

市
間
題
や
公
害
環
境
問
題
の
激
化
、
他
方
で
は
急
速
な
人
口
流
出
に
と
も
な
う
過
疎
化
の
進
行
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
こ
 
 

と
が
財
政
面
で
も
、
都
市
と
農
村
の
そ
れ
ぞ
れ
に
別
々
の
形
の
財
政
的
諸
問
題
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
 
 
 

高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
地
方
行
・
財
政
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
中
央
集
権
化
が
進
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
 
 

り
わ
け
、
昭
和
三
十
九
、
四
十
年
の
高
度
経
済
成
長
に
入
っ
て
最
初
の
経
済
不
況
が
あ
ら
わ
れ
た
後
、
つ
ま
り
昭
和
四
十
年
代
に
お
 
 

い
て
は
、
こ
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
か
ら
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
っ
た
同
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
ご
ろ
の
間
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
資
本
の
不
足
 
 

が
問
題
と
な
り
、
ま
た
過
密
過
疎
の
弊
害
が
い
っ
そ
う
社
会
問
題
化
し
、
公
共
投
資
の
先
行
に
よ
る
「
地
域
づ
く
り
・
衝
づ
く
り
の
 
 

時
代
」
が
お
と
づ
れ
た
。
国
債
や
地
方
債
の
大
量
発
行
に
よ
る
景
気
刺
激
策
が
、
こ
の
時
期
の
中
央
・
地
方
に
共
通
し
た
財
政
政
策
 
 

の
基
調
と
し
て
定
着
化
し
て
い
っ
た
。
 
 
 

高
度
経
済
成
長
期
を
通
じ
て
国
と
地
方
の
財
政
関
係
に
も
全
体
と
し
て
中
央
集
権
化
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
中
央
の
経
済
 
 

政
策
の
一
環
と
し
て
の
地
方
の
機
関
委
任
事
務
が
し
だ
い
に
多
く
な
り
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
等
の
依
存
財
源
の
占
め
る
割
 
 

合
が
大
き
く
な
っ
た
。
中
央
主
導
な
い
し
中
央
依
存
型
の
地
域
開
発
が
主
流
と
な
り
、
そ
れ
に
沿
っ
た
形
で
の
地
方
財
政
運
営
の
方
 
 

法
が
一
般
化
し
て
き
た
。
企
業
誘
致
、
資
本
蓄
積
を
促
進
す
る
税
財
政
構
造
、
地
方
財
政
の
「
企
業
化
」
、
広
域
行
政
化
等
の
行
・
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わ
が
国
の
そ
れ
ま
で
の
重
厚
長
大
型
の
重
化
学
工
業
を
中
核
と
し
た
素
材
型
の
産
業
構
造
を
、
 
 

構
造
不
況
業
種
竺
変
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
経
済
の
成
長
率
は
、
急
速
に
下
落
し
、
設
備
投
資
は
行
な
わ
れ
な
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
 
 

低
成
長
経
済
の
時
代
に
突
入
し
て
い
っ
た
。
戦
後
は
じ
め
て
の
長
期
に
わ
た
る
不
況
の
継
続
す
る
中
で
、
中
央
地
方
の
財
政
は
、
か
 
 

っ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
難
問
を
か
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
財
政
収
入
の
停
滞
な
い
し
落
ち
込
み
、
異
常
な
物
価
高
（
い
わ
ゆ
る
 
 

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
）
と
そ
の
下
で
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
財
政
需
要
の
増
大
、
財
政
危
機
の
新
た
な
 
 

展
開
の
時
代
が
ふ
た
た
び
到
来
し
た
。
中
央
・
地
方
を
と
わ
ず
大
量
の
公
債
発
行
や
財
政
支
出
の
徹
底
し
た
削
減
、
福
祉
関
係
や
給
 
 

与
・
人
件
費
等
の
見
直
し
に
よ
る
財
政
合
理
化
が
せ
ま
ら
れ
て
い
っ
た
。
他
方
、
さ
ま
ぎ
ま
な
公
共
料
金
や
税
金
等
に
よ
る
増
収
策
 
 

も
行
な
わ
れ
、
「
財
政
の
健
全
化
」
を
確
保
す
る
方
向
が
各
地
で
追
求
さ
れ
た
。
国
際
的
な
不
況
桟
道
の
な
か
で
、
一
部
の
先
端
産
 
 

業
や
自
動
車
産
業
等
を
除
い
て
、
全
般
的
に
内
外
の
景
気
回
復
の
気
運
は
な
か
な
か
見
通
せ
ず
、
そ
の
こ
と
が
地
方
財
政
に
つ
い
て
 
 

も
暗
雲
た
ち
こ
め
た
重
苦
し
い
ム
ー
ド
を
残
し
て
、
今
日
に
お
よ
ん
で
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 
 

第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 

財
政
パ
タ
ー
ン
が
目
立
っ
て
き
た
。
 
 
 

他
方
で
高
度
経
済
成
長
型
の
地
域
開
発
政
策
の
外
に
取
り
残
さ
れ
た
地
方
で
は
、
と
り
わ
け
農
村
地
方
に
お
い
て
は
、
人
口
の
急
 
 

減
、
財
源
難
に
み
ま
わ
れ
、
産
業
経
済
や
財
政
上
の
問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
と
し
て
の
共
同
体
的
な
住
民
生
活
そ
の
も
の
 
 

が
危
機
に
ひ
ん
す
る
ケ
ー
ス
も
、
あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
都
市
部
に
お
い
て
も
、
過
密
化
に
対
応
す
る
社
会
的
問
 
 

題
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
学
校
・
保
育
所
や
幼
稚
蘭
∵
病
院
・
公
園
・
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
公
的
施
設
の
必
要
、
ゴ
・
、
、
・
し
尿
な
ど
 
 

の
公
害
環
境
問
題
等
々
、
財
政
需
要
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
る
問
題
が
山
積
し
た
。
地
方
財
政
は
、
高
度
成
長
に
と
も
な
っ
て
新
た
 
 

な
難
問
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
か
か
え
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
 
 

石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
地
方
財
政
 
 

昭
和
四
十
八
年
（
t
九
七
三
）
と
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
の
二
度
に
わ
た
っ
た
石
油
シ
ョ
ッ
ク
は
、
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万
円
～
四
〇
〇
〇
万
円
台
を
維
持
し
て
い
る
。
全
国
的
な
高
度
経
済
成
長
の
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
一
九
六
〇
年
代
、
す
な
わ
ち
昭
 
 

和
三
十
年
代
後
半
以
降
か
ら
は
、
熊
野
町
の
財
政
規
模
は
順
調
に
増
加
の
傾
向
を
み
せ
た
。
昭
和
四
十
年
に
は
、
町
の
歳
入
が
は
じ
 
 

め
て
一
億
円
台
に
乗
り
、
年
々
平
均
的
に
五
〇
％
超
の
増
加
を
続
け
て
い
る
。
と
く
に
四
十
年
代
と
り
わ
け
そ
の
前
半
に
お
け
る
財
 
 

政
規
模
の
増
大
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
財
政
の
規
模
の
増
大
ほ
、
昭
和
四
十
年
代
の
町
人
口
の
急
増
、
全
国
的
な
高
度
経
済
成
 
 

長
の
反
映
と
し
て
の
名
目
所
得
の
増
加
、
中
央
政
府
の
イ
ン
フ
レ
政
策
等
に
起
因
し
た
物
価
上
昇
や
四
十
年
代
後
半
の
狂
乱
物
価
、
 
 

公
共
投
資
の
増
大
な
ど
の
諸
要
因
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

な
お
、
鯖
野
町
に
お
け
る
戦
後
財
政
関
係
の
資
料
と
し
て
ほ
、
昭
和
三
十
年
慶
ま
で
は
熊
野
町
予
算
台
帳
の
予
算
額
（
一
部
決
算
 
 

額
）
、
同
歳
入
出
現
況
表
を
利
用
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
度
以
降
は
広
島
県
市
町
村
財
政
概
況
お
よ
び
同
市
町
村
税
の
概
要
に
よ
る
 
 

決
算
額
（
一
部
決
算
見
込
紐
）
を
用
い
て
い
る
。
と
く
に
明
記
し
て
な
い
ば
あ
い
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
 
 

て
お
く
。
 
 

れ
に
県
支
出
金
や
国
庫
支
出
金
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
代
後
半
で
は
、
シ
ャ
ウ
プ
税
制
を
反
映
し
て
、
独
立
税
 
 

第
一
節
 
行
 
財
 
政
 
 
 

財
政
規
模
 
 

歳
入
の
概
要
 
 絹

野
町
の
吸
後
に
お
け
る
財
政
の
規
模
か
ら
み
れ
ば
、
敗
戦
直
後
の
社
会
的
混
乱
と
戦
後
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
水
ぶ
く
 
 

れ
的
急
増
期
（
昭
和
二
十
年
代
前
半
）
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
は
年
々
若
干
の
増
減
は
み
ら
れ
る
も
の
の
大
体
三
〇
〇
〇
 
 

戦
後
に
お
け
る
熊
野
町
の
歳
入
の
推
移
と
そ
の
主
要
な
構
成
ほ
蓑
6
－
1
－
3
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

昭
和
二
十
年
代
前
半
に
は
主
要
な
歳
入
は
、
戦
前
か
ら
の
附
加
税
を
そ
の
内
容
と
す
る
町
税
が
中
心
で
あ
り
、
こ
 
 

2
 
熊
野
町
に
お
け
る
戦
後
財
政
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第
六
筆
 
硯
 
 

昭吾：23～25－ 31－35｝40－45”50”55卑官 昭和23 25 3135 40 45 50 55年庭  

園6－1－5 熊野町の歳入の年平均   図6∴ト4 熊野町の歳入・歳出  

伸び率 前囲より算出  （決算糎）予算台帳、市  

町村財政概況より作成  

と
し
て
の
町
税
と
、
国
庫
支
出
金
お
よ
び
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
、
寄
附
 
 

金
な
ど
が
主
た
る
歳
入
を
構
成
し
た
。
昭
和
三
十
年
代
は
、
そ
の
前
半
で
 
 

は
、
ふ
た
た
び
町
税
が
歳
入
の
主
要
な
構
成
と
な
り
、
後
半
に
い
た
る
に
 
 

つ
れ
て
地
方
交
付
税
が
増
大
し
て
そ
の
比
重
を
増
加
し
た
。
三
十
年
代
後
 
 

半
以
降
は
、
町
税
収
入
よ
り
も
地
方
交
付
税
収
入
の
方
が
多
く
な
っ
た
。
 
 

昭
和
四
十
年
代
以
降
で
ほ
歳
入
の
主
要
な
構
成
は
、
地
方
交
付
税
、
町
税
 
 

が
双
壁
と
な
り
、
こ
れ
に
町
債
（
地
方
債
）
な
い
し
国
権
支
出
金
が
続
く
パ
 
 

タ
ー
ン
が
、
ほ
ぼ
定
着
し
た
。
 
 
 

町
の
戦
後
に
お
け
る
歳
入
の
構
造
を
性
質
別
に
分
析
し
て
み
る
と
ど
う
 
 

で
あ
ろ
う
か
。
歳
入
は
、
一
般
財
源
と
特
定
財
源
に
区
別
で
き
る
と
同
時
 
 

に
、
自
主
財
源
と
依
存
財
源
と
い
う
区
別
も
可
能
で
あ
る
。
一
般
財
源
と
 
 

は
そ
の
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
財
源
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
も
の
が
 
 

特
定
財
源
で
あ
る
。
自
主
財
源
と
は
、
原
則
的
に
町
以
外
の
機
関
を
経
由
 
 

し
な
い
収
入
で
あ
り
、
国
庫
や
県
な
ど
を
経
由
し
た
収
入
が
依
存
財
源
で
 
 

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
財
源
と
特
定
財
源
の
区
別
は
そ
の
使
途
の
側
面
 
 

か
ら
、
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
区
別
は
そ
の
収
入
の
側
面
か
ら
み
た
分
 
 

析
で
あ
る
。
財
政
の
独
自
性
、
自
由
度
の
点
か
ら
い
え
ば
、
一
般
財
源
が
 
 

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
さ
ら
に
自
主
財
源
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
望
ま
し
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表611－3 熊野町の戦後財政収入の推移  

（千円）  

第
一
節
 
行
 
財
 
政
 
 

昭和30年産まで予算彷、昭和35年度以降決算額  
＊1 昭和25年産地方財政平衡交付金 ＊2 昭和21年渡英本財産及楕立金穀収入、  

昭和25年歴公営企業及財産収入 ＊3 昭和21，25，30，35年度雑収入  

熊野町予算台帳および広島県市町村財政概況より作成  
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囲6¶1→8 熊野町の歳入構成（％） 屈61－7 熊野町の歳入構造（百万円）  
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い
こ
と
ほ
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
町
の
歳
入
の
性
質
別
特
徴
は
、
戦
後
一
貫
し
て
ほ
ぼ
六
～
七
割
程
度
が
一
般
財
源
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
 
 

し
、
そ
の
一
般
財
源
の
中
身
と
し
て
は
、
昭
和
三
十
年
代
前
半
ま
で
の
町
税
（
一
般
・
自
主
財
源
）
が
主
要
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
 
 

そ
れ
以
降
ほ
地
方
交
付
税
（
一
般
・
依
存
財
源
）
が
主
要
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
財
政
規
模
の
増
大
が
著
し
く
な
る
昭
和
三
十
 
 

年
代
以
降
、
地
方
交
付
税
や
、
国
庫
支
出
金
お
よ
び
地
方
債
（
特
定
・
依
存
財
源
）
の
占
め
る
割
合
が
急
激
に
高
ま
り
、
自
主
財
源
の
 
 

占
め
る
ウ
エ
イ
ト
は
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く
憤
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
歳
入
の
伸
び
率
の
急
増
ほ
、
依
存
財
源
の
増
勢
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
に
 
 

第
一
節
 
行
 
財
 
政
 
 
 

昭利2125 30 35 40 45 50 55年度  

■図6－1－9 熊野町の戦後財政収入（性質別）の  

構成比の推移 表6－1－3より  

作成  

は
、
自
主
・
特
定
財
源
の
一
部
（
繰
越
金
な
ど
）
を
除
い
て
、
軒
並
み
そ
の
伸
び
率
が
鈍
化
 
 

し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

昭和30／25 35／30 40／35 45／40 5仰5 55／50  
年度   

図6－1－10 熊野町の戦後財政収入  

（性質別）の伸び率の推移  

熊
野
町
に
お
 
 
税
収
入
と
地
方
債
 
 

け
る
町
税
収
 
 

入
は
、
敗
戦
直
後
に
は
歳
入
の
八
割
 
 

近
く
を
占
め
て
お
り
、
昭
和
三
十
年
 
 

代
の
前
半
に
も
五
割
程
度
の
比
重
を
 
 

持
っ
て
い
た
。
そ
の
後
の
高
度
成
長
 
 

期
に
お
い
て
は
、
大
体
に
お
い
て
そ
 
 

の
比
重
は
小
さ
く
な
っ
て
ゆ
く
傾
向
 
 

に
あ
る
。
町
税
の
主
要
な
構
成
は
、
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表6－1－4 熊野町の税収入額の推移  

第
六
章
 
現
 
 
 

予算額（昭和30年度まで）、以降決算額  

予算創痕および市町村財政概況、市町村税の概要より作成  

昭和2125 30 35 40 ヰ5 50 55年言 昭和2125 3D 35 48 45 50 55年庭  

園6－1－12 熊野町の税収入の年平  図6－†－t】熊野町の町税の推移と  
均伸び率  歳入にしめる比重  

前表より作成  
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表6－1－5 熊野町における地方債現在高の状況  

（千円）  

桓和35年度L 40  45 1 50 1  55  
第
一
蔀
 
行
 
財
 
政
 
 

56，016  
（3．2）   

264，459  
（15．1）   

32，299  
（1二8）  

1，141  
（3．8）   

8，656  
（28．5）   

5，026  
（16．5）   

11，853  
（39．0）  

一般 公 共 事 業 儀  

一般 単 独 事業 債   

公営住宅建設事業債  

義務教育施設整備事業餌   

厚生福祉施設整備車渠費   

災 害 後 旧 事 菜 費  

単独災害復旧事業費  

補助災害復旧事業費   

一般廃棄物処理事業費   

同 和対策事業費   

財 源 対 策 債   

県  貸  付  金  

1，756  
（5．6）   

7，494  
（23，8）  

滝1  

5，581  
（17．7）   

5，954  
（18．9）  

965，758  
（55．1）   

130，205  
（7．4）   

17，113  
（1．0）  

4，100   

13，013   

66，830  
（3．8）   

20，078  
（1．1）  

3，107  
（10．2）  

3，059   2，898   

12，876   9，510  
（6．2） （1．6）  

－  4，427  

（0．8）  

3，107  

こ．．－：・・ニ  
10，700  
（34．0）  

号≡3澗1瑞揺  208，087 （100．0）   
31，485  

（100．0）  30，383 （100．0）  計  A  

＊1昭和35年度は社会及労働施設事業費  ＊2 合計にほその他を含む  

市町村財政概況より作成  
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第
六
章
 
現
 
 
 



地
方
自
治
が
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
第
一
次
地
方
制
度
改
革
が
 
 

実
施
さ
れ
、
つ
づ
い
て
翌
二
十
二
年
、
新
た
な
日
本
国
憲
法
の
地
方
自
治
に
関
す
る
第
八
章
の
条
文
に
基
づ
く
第
二
次
地
方
制
度
改
 
 

革
と
し
て
、
地
方
自
治
法
が
旅
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
特
色
は
①
 
選
挙
権
の
大
幅
な
拡
張
、
◎
 
地
方
自
治
団
体
の
長
 
 

の
直
接
公
選
、
④
 
地
方
議
会
の
権
限
の
拡
張
、
④
 
リ
コ
ー
ル
な
ど
住
民
の
直
接
参
政
権
な
ど
き
わ
め
て
民
主
的
な
仕
組
を
も
っ
 
 

た
も
の
で
、
戦
前
の
中
央
集
権
的
な
地
方
制
度
に
比
す
れ
ば
、
ま
さ
に
画
期
的
な
変
革
で
あ
っ
た
。
 
 
 

同
年
四
月
、
婦
人
に
も
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
第
一
回
の
首
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
鮨
野
町
長
に
選
ば
れ
た
の
は
青
森
斉
 
 

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
現
在
に
至
る
問
の
町
長
は
蓑
6
－
1
－
1
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

同
四
月
に
は
市
町
村
会
な
ど
の
地
方
議
員
選
挙
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
の
議
員
定
数
は
、
地
方
自
治
法
に
人
口
数
に
応
じ
て
規
定
 
 

さ
れ
て
お
り
、
前
年
四
月
の
人
口
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
熊
野
町
の
定
数
は
二
二
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
立
候
補
者
数
は
明
ら
 
 

か
で
は
な
い
が
、
選
挙
に
あ
た
っ
て
熊
野
町
で
は
立
会
演
説
会
も
開
か
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
謂
氾
結
酔
相
即
㌔
 
 
 

そ
の
後
昭
和
二
十
六
年
四
月
の
改
選
時
に
は
議
員
定
数
削
減
の
試
が
起
こ
り
、
前
月
の
町
議
会
で
四
名
滅
を
可
決
し
、
定
員
は
一
 
 

第
一
節
 
行
 
財
 
政
 
 

地
方
自
治
 
 第

一
節
 
行
 
財
 
政
 
 

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
戦
時
中
に
強
化
さ
れ
て
い
た
中
央
集
権
体
制
が
崩
壊
し
、
新
し
い
ア
メ
リ
カ
型
の
 
 

一
戦
後
の
改
革
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し
、
可
決
成
立
の
結
果
十
二
月
忙
同
法
が
公
布
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
改
正
案
が
き
わ
め
て
不
徹
底
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
国
内
 
 

の
農
民
団
体
な
ど
の
反
対
も
あ
り
、
政
府
ほ
G
H
Q
の
勧
告
に
従
っ
て
自
作
農
創
設
樽
別
措
置
法
案
な
ど
を
制
定
、
本
格
的
な
農
地
 
 

改
革
に
着
手
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
た
だ
ち
に
市
町
村
に
公
選
雪
見
に
よ
る
農
地
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
委
員
会
の
構
成
は
 
 

小
作
五
・
地
主
三
・
自
作
二
の
計
一
〇
名
と
さ
れ
た
。
熊
野
町
に
お
い
て
も
、
小
田
原
千
里
以
下
一
〇
名
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
農
 
 

地
委
員
会
は
買
収
予
定
地
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
審
査
の
う
え
国
家
買
収
地
を
決
定
し
た
。
買
収
、
売
渡
し
は
昭
和
二
十
三
年
中
に
 
 

ほ
ぼ
終
了
し
た
が
、
不
服
地
な
ど
の
審
査
も
あ
り
、
熊
野
町
州
屁
地
委
員
会
は
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
ま
で
委
員
の
交
代
を
見
な
 
 

が
ら
継
続
し
、
同
年
七
月
解
散
し
て
い
る
餓
蝕
躍
幣
熊
野
町
で
開
放
さ
れ
た
農
地
は
表
6
－
1
－
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

戦
後
の
地
方
自
治
の
推
進
、
民
主
化
の
促
進
は
、
警
察
機
構
の
中
央
集
権
的
な
体
制
を
否
定
し
て
、
昭
和
二
十
二
 
 

蓑6－1－1  
自
治
体
警
察
 
 

青森 斉  
光本岩畳  

井上寿三  
城本勝司  
馬上次内  
南特高市  

昭和22年4月～昭和23年11月  

昭和23年11月～昭和25年11月  

昭和25年12月～昭和29年1月  

昭和29年2月～昭和38年4月  

昭和38年5月～昭和44年3月  

昭和44年4月～現在  

第
六
葦
 
現
 
 

年
警
察
法
が
制
定
さ
れ
、
自
治
体
警
察
・
国
家
地
方
警
察
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
治
体
警
察
は
人
口
 
 
 

表6－1－2 開放農地面積  

地    目  面  積   

田  72町7反5敵12歩   

州  15町6反9禍15歩   

採 草 地  1町6反4畝12歩   

計  91町9前9歩   

宅   地  5，184坪   

開拓地売渡計画書より作成  

八
名
と
な
っ
た
。
し
か
し
町
の
人
口
増
加
が
著
し
く
な
っ
た
 
 

同
四
十
五
年
、
定
数
二
名
を
復
活
し
て
定
数
二
〇
名
と
し
、
 
 

現
在
に
及
ん
で
い
る
。
 
 

太
平
洋
戦
争
終
結
後
、
日
本
政
府
ほ
民
主
化
 
 
 

農
地
改
革
 
 

政
策
の
重
要
課
題
と
し
て
農
地
改
革
を
実
施
 
 

し
た
。
連
合
国
の
対
日
政
策
の
一
環
と
し
て
、
G
H
Q
（
連
 
 

合
国
軍
［
警
固
司
令
部
）
は
政
府
に
働
き
か
け
て
そ
の
実
施
を
う
 
 

な
が
し
、
政
府
は
こ
れ
に
応
じ
て
、
州
屁
地
調
整
法
改
正
案
 
 

（
第
一
次
農
地
改
革
法
案
）
を
昭
和
二
十
年
十
一
月
議
会
に
提
出
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五
、
0
0
0
人
以
上
の
市
街
的
市
町
村
に
置
か
れ
、
そ
の
他
郡
部
表
は
国
家
地
方
警
察
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
治
体
警
 
 

察
は
市
町
村
公
安
委
員
会
の
管
理
下
に
お
か
れ
、
国
家
地
方
警
察
は
国
家
公
安
委
員
会
の
行
政
管
理
と
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
 
 

運
営
管
理
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
広
島
県
↑
で
は
、
五
市
三
六
町
一
三
か
村
に
計
五
四
の
自
治
体
警
察
が
設
置
さ
れ
た
 
 

が
、
熊
野
町
に
も
警
察
法
施
行
の
日
を
も
っ
て
昭
和
二
十
三
年
三
月
七
日
、
正
式
に
熊
野
町
警
察
署
が
発
足
し
た
。
同
署
の
定
員
は
 
 

三
名
（
警
察
長
妄
・
巡
査
部
長
二
名
・
巡
査
五
名
・
一
般
職
員
四
条
で
あ
っ
た
窮
報
琴
 
 
 

し
か
し
自
治
体
警
察
に
つ
い
て
ほ
、
小
規
模
地
方
自
治
体
の
場
合
、
警
察
力
の
弱
体
化
の
問
題
と
警
察
維
持
費
を
め
ぐ
る
財
政
的
 
 

理
由
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
反
対
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
D
そ
の
1
戦
後
の
不
況
、
社
会
不
安
が
重
な
っ
て
警
察
警
備
力
の
強
化
を
要
 
 

請
す
る
声
が
高
ま
っ
た
。
広
島
県
に
お
い
て
も
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
の
日
本
製
鋼
所
広
島
工
場
で
多
数
の
工
員
の
人
員
整
理
に
関
 
 

し
て
発
生
し
た
大
争
議
は
全
国
的
な
注
目
を
集
め
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
勢
は
自
治
体
警
察
廃
止
の
声
を
た
か
め
る
こ
と
に
な
っ
 
 

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
同
二
十
六
年
六
月
警
察
法
が
改
正
さ
れ
、
「
人
口
五
、
0
0
0
人
以
上
の
市
街
的
市
町
村
は
、
住
 
 

民
投
票
に
よ
り
警
察
の
存
廃
を
自
由
に
で
き
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
熊
野
町
も
県
下
四
五
か
町
村
と
と
も
に
町
会
の
議
決
を
経
て
住
 
 

民
投
票
を
行
な
い
、
自
治
体
警
察
を
廃
止
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
自
治
体
警
察
は
、
発
足
後
僅
か
数
年
で
姿
を
消
す
こ
 
 

と
に
な
り
、
同
年
十
月
盲
国
家
地
方
警
察
安
芸
地
区
警
察
署
（
同
二
十
九
年
七
月
海
田
市
警
察
署
と
改
称
し
た
）
の
管
轄
に
入
る
こ
と
と
 
 

な
り
、
熊
野
町
に
は
警
部
補
派
出
所
が
置
か
れ
た
鯛
。
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一
節
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口
は
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
ご
ろ
か
ら
年
三
、
0
0
0
人
前
後
の
人
口
が
着
実
に
増
加
し
 
 

た
。
こ
の
こ
と
は
県
営
熊
野
団
地
な
ど
の
造
成
や
、
広
島
市
の
大
都
市
化
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ま
で
の
農
村
 
 

的
性
格
の
濃
い
熊
野
町
を
、
宅
地
化
が
急
激
に
進
展
す
る
市
街
的
な
町
に
変
貌
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
熊
野
町
の
発
展
は
、
町
域
の
 
 

適
正
な
容
量
を
超
え
る
憤
向
を
生
じ
た
。
そ
の
た
め
熊
野
町
の
行
政
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
課
題
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
状
況
に
応
じ
て
、
熊
野
町
は
昭
和
四
十
八
年
（
完
七
三
）
、
昭
和
」
ハ
十
年
（
一
九
八
五
）
を
目
標
と
し
た
総
合
的
な
「
熊
 
 

野
町
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
策
定
に
際
し
て
の
最
大
の
課
題
は
、
「
広
島
都
市
圏
の
都
市
化
の
圧
力
を
う
 
 

け
て
、
熊
野
町
の
土
地
利
用
に
混
乱
を
生
じ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
環
境
の
よ
い
、
住
み
ょ
い
田
園
住
宅
地
を
め
ざ
す
 
 

熊
野
町
の
将
来
へ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
総
合
的
な
土
地
利
用
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
町
役
場
庁
舎
の
改
築
、
中
・
小
学
校
な
ど
の
学
校
教
育
施
設
の
整
備
、
中
央
・
西
公
民
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
の
開
 
 

設
そ
の
他
各
種
公
共
施
設
が
と
と
の
え
ら
れ
て
釆
た
が
、
総
合
的
な
将
来
計
画
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
将
来
の
公
共
施
 
 

設
の
配
置
に
つ
い
て
も
熊
野
町
の
将
来
像
を
画
い
て
構
想
す
る
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
た
。
土
地
利
用
計
画
ほ
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
 
 

ょ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
 
 
 

こ
の
整
備
基
本
計
画
で
は
、
熊
野
町
の
将
来
の
人
口
推
移
を
図
6
1
－
1
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
六
十
 
 
 

熊
野
町
整
備
基
本
計
画
 
 

第
六
茸
 
現
 
 
 
代
 
 

二
 
熊
野
町
制
の
展
開
 
 

後
に
本
章
第
三
節
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
停
滞
憤
向
に
あ
っ
た
熊
野
町
の
人
 
 

502  



人
0
0
 
 
∽
 
 
 

．
 
 

〇
 
 

画
の
見
直
し
の
作
業
を
行
っ
て
、
昭
和
六
十
五
年
（
l
九
九
〇
）
を
目
標
と
す
る
「
熊
野
町
総
合
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。
そ
れ
 
 

は
、
無
秩
序
な
市
街
化
の
拡
大
に
伴
い
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
の
悪
化
な
ど
、
町
民
生
活
を
阻
害
す
る
多
く
の
課
題
が
裏
面
化
し
 
 

た
こ
と
、
経
済
構
造
が
高
度
成
長
か
ら
低
成
長
の
時
代
へ
質
的
な
転
換
を
し
っ
つ
あ
る
こ
と
、
町
民
の
価
値
観
も
大
き
く
変
化
し
、
 
 

生
産
・
開
発
優
先
か
ら
生
活
・
保
全
優
先
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

総
合
基
本
計
画
の
目
標
は
「
1
 
静
か
で
心
安
ま
る
緑
の
町
 
2
 
健
康
で
し
あ
わ
せ
に
暮
せ
る
町
 
3
 
豊
か
な
心
が
育
つ
教
 
 

育
と
文
化
の
町
 
4
 
筆
産
業
が
栄
え
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
進
む
町
」
と
し
て
の
熊
野
町
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
い
た
ず
ら
な
人
口
の
膨
張
を
期
待
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
目
標
年
次
で
あ
 
 

る
昭
和
六
十
五
年
の
人
口
を
二
万
八
〇
〇
〇
人
を
限
度
と
す
る
こ
と
に
改
め
、
こ
れ
以
上
の
増
加
を
で
き
る
だ
け
抑
制
す
る
こ
と
と
 
 

第
一
節
 
行
 
財
 
政
 
 

一‾‾  
／一′  

＿／／√  
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昭和30 35 40 45 50 55 6D 65 70年  
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人口g′479 9′324 9．3即】4．88420．604 24．25225・346  

園6【l－1 人口推移の想定  

年
（
一
九
八
五
）
に
人
口
三
万
三
〇
〇
〇
名
に
達
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
 
 

当
時
の
実
際
の
推
計
よ
り
も
若
干
高
め
に
見
積
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
都
市
基
 
 

盤
施
設
や
生
活
環
境
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
地
域
 
 

か
ら
の
人
口
の
転
入
を
見
込
む
目
標
値
と
し
て
算
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
未
来
図
に
対
応
し
て
、
道
路
交
通
や
上
下
水
道
計
画
を
構
想
し
、
地
 
 

場
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
、
宅
地
開
発
の
規
制
を
誘
導
な
ど
を
図
る
 
 

こ
と
と
し
、
さ
ら
に
都
市
計
画
区
域
と
農
業
振
興
地
域
の
設
定
を
進
め
る
こ
と
と
し
 
 

響
 
 

て
い
る
呉
潤
醍
 
 

熊
野
町
総
合
基
本
計
画
 
 

さ
き
の
「
熊
野
町
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
後
七
年
を
 
 

隔
て
て
、
熊
野
町
は
昭
和
五
十
五
年
右
の
整
備
基
本
計
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第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
本
計
画
の
策
定
さ
れ
た
昭
和
五
十
五
年
の
人
口
は
約
二
万
四
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
さ
き
の
整
備
基
本
計
画
に
 
 

お
け
る
同
年
の
想
定
人
口
三
万
人
を
可
な
り
下
回
っ
て
い
る
が
、
と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
に
人
口
抑
制
に
つ
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
 
 

と
は
、
新
し
い
基
本
計
画
が
、
拡
大
よ
り
も
町
民
生
活
の
内
容
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
根
本
的
な
理
念
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
 
 

え
ノ
0
 
 施

策
の
柱
は
、
Ⅲ
 
土
地
利
用
 
伺
 
市
街
地
の
空
地
の
確
保
 
川
 
道
路
 
叫
 
防
災
 
囲
 
上
水
道
 
㈲
 
下
水
道
 
∽
 
 

保
健
衛
生
 
㈲
 
社
会
福
祉
 
㈱
 
同
和
対
策
 
㈹
 
地
場
産
菜
「
く
ま
の
の
筆
」
㈹
 
是
業
 
㈹
 
教
育
文
化
 
姻
 
ス
ポ
ー
 
 

ツ
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 
㈹
 
行
財
政
 
摘
 
広
域
行
政
 
㈹
 
町
民
並
び
に
国
・
県
及
び
民
間
企
業
へ
の
期
待
と
誠
に
多
岐
に
 
 

わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
ま
た
行
政
当
局
と
し
て
、
町
民
生
活
に
対
L
て
き
め
の
細
か
い
心
配
り
を
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
の
当
 
 

然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
 
 
 

土
地
利
用
計
画
は
、
多
く
の
施
策
の
柱
の
中
で
も
、
基
本
的
歪
要
性
を
も
っ
て
い
る
が
、
「
現
在
の
自
然
的
利
用
が
な
さ
れ
て
い
 
 

る
土
地
は
、
そ
の
ま
ま
保
全
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
や
む
を
得
ず
他
の
用
途
に
転
換
す
る
場
合
は
、
周
辺
の
環
境
に
与
え
る
影
響
 
 

を
充
分
配
慮
し
な
が
ら
慎
重
に
行
う
も
の
と
す
る
」
と
い
う
方
針
に
も
そ
の
点
は
明
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
市
街
地
の
空
地
の
 
 

確
保
と
い
う
柱
を
た
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
土
地
利
用
計
画
図
（
総
合
基
本
計
画
の
 
 

場
合
は
土
地
利
用
構
想
図
）
も
新
し
い
基
本
計
画
の
場
合
は
可
な
り
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

道
路
・
上
下
水
道
・
廃
棄
物
処
理
態
勢
、
そ
の
他
の
多
面
的
な
計
画
は
よ
り
現
実
的
、
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
さ
ま
 
 

ぎ
ま
な
障
害
や
困
難
が
前
途
に
横
た
わ
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
「
熊
野
町
総
合
基
本
計
画
」
は
そ
れ
ら
を
克
服
し
 
 

て
「
文
化
の
香
り
高
い
心
豊
か
な
新
し
い
ふ
る
さ
と
熊
野
」
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
語
合
。
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け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

昭
和
二
十
年
代
は
、
地
方
行
財
政
制
度
の
全
般
的
な
改
正
が
行
わ
れ
て
、
そ
の
後
の
基
本
的
な
枠
組
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
時
期
で
 
 

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
前
の
「
官
治
的
地
方
自
治
」
が
否
定
さ
れ
、
新
ら
し
い
民
主
主
義
体
制
の
基
盤
と
し
て
の
地
方
自
治
制
度
 
 

を
琴
つ
け
る
も
の
と
し
て
の
財
政
制
度
の
確
立
が
意
図
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
一
連
の
わ
が
国
の
行
財
政
制
度
の
民
主
化
 
 

過
程
に
お
い
て
、
地
方
税
制
に
最
初
の
改
正
が
み
ら
れ
る
の
が
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
で
あ
る
。
旧
来
の
中
央
集
権
的
な
還
付
 
 

税
制
が
廃
止
さ
れ
、
地
方
に
独
立
税
制
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
改
定
は
、
市
町
村
税
の
レ
ベ
ル
ま
で
に
は
い
た
ら
ず
、
市
 
 

町
村
に
お
い
て
は
、
付
加
税
、
配
付
税
、
補
助
金
な
ど
の
形
で
戦
前
の
名
残
が
存
続
し
て
い
る
。
市
町
村
レ
ベ
ル
に
お
け
る
財
政
制
 
 

度
の
根
本
的
改
変
は
、
い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
そ
っ
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
八
月
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
昭
和
二
十
五
年
五
月
実
施
）
は
、
地
方
税
制
が
わ
が
国
で
は
じ
め
て
独
立
税
化
 
 

さ
れ
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
そ
っ
た
地
方
自
治
制
に
対
応
す
る
地
方
自
治
体
の
物
的
基
鞋
を
確
立
し
ょ
う
と
す
る
意
図
を
、
明
示
 
 

し
た
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
わ
が
国
の
地
方
税
・
財
政
制
度
の
基
本
的
あ
り
方
が
固
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
第
一
に
 
 

第
一
節
 
行
 
財
 
政
 
 

戦
後
地
方
財
政
制
度
の
確
立
と
変
化
 
 

三
 
財
 
 

1
 
戦
後
の
地
方
財
政
制
度
 
 
 

わ
が
国
の
戦
後
に
お
け
る
地
方
財
政
制
度
は
、
昭
和
二
十
年
代
、
三
十
年
代
前
半
、
三
十
 
 

年
代
後
半
、
四
十
年
代
（
石
油
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
）
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
を
含
む
五
十
年
代
に
分
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